
　い
つでもニット

夏こそクールに着用　ニットが編み出す　心地よさと柔らかさ、着てみて実感！
サマーニット議会の開催を提案された山辺ニット同業会３社からのメッセージ
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2026年
７
月
号

●
発
行
／
山
形
県
山
辺
町
議
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●
編
集
／
広
報
常
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員
会
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緑
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番
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○
印
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／
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メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ス

編
集
後
記

議会だよりがカラー写真で閲覧できます。

表紙の説明

■
発
行
責
任
者

■
広
報
常
任
委
員
会

議
　
　
長

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

武
　
田
　
啓
一
郎

竹
　
俣
　
　
　
朋

村
　
山
　
幸
　一

遠
　
藤
　
真
由
美

渡
　
邉
　
裕
　
二

佐
　
藤
　
利
　
和

日
野
一
春

サマーニット発祥の地ファッションの町
やまのべ

ファッションの町
やまのべ

　
初
夏
に
町
内
の
畑
近
く
を
散
歩

し
て
い
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
の
は
真
っ
赤
に
実
っ
た
サ
ク

ラ
ン
ボ
。
そ
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
幸

せ
な
気
分
へ
と
導
い
て
く
れ
る
ル

ビ
ー
色
に
輝
く
一
粒
一
粒
は
、
私

た
ち
を
わ
く
わ
く
さ
せ
ま
す
。

　
山
辺
町
は
サ
マ
ー
ニ
ッ
ト
発
祥

の
地
で
す
。
こ
の
度
の
６
月
定
例

会
は
、
初
の
『
サ
マ
ー
ニ
ッ
ト
議

会
』
と
銘
打
っ
て
、
議
員
も
執
行

部
も
全
員
が
山
辺
産
の
夏
向
け
の

ニ
ッ
ト
を
着
用
し
議
会
へ
と
臨
み

ま
し
た
。
着
心
地
も
涼
し
さ
も
抜

群
で
す
。
町
の
誇
り
を
身
に
着
け

て
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
議
論
を
重

ね
、
町
政
を
よ
り
良
い
方
向
へ
と

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
は
続
き
ま
す

が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
サ
マ
ー
ニ
ッ

ト
に
包
ま
れ
て
一
緒
に
乗
り
切
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！
　
私
た
ち
議

員
は
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
山
辺
町

を
支
え
て
行
き
ま
す
!!

竹
俣
　
　
朋
　
記

　
相
模
小
学
校
こ
い
の
ぼ
り
大
運

動
会
が
５
月
27
日
『
全
力 

協
力 

団
結
力
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤

白
の
組
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
も
よ
く
、
運
動

会
に
は
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
し
た
。

　
応
援
合
戦
か
ら
始
ま
り
、
各
学

年
の
徒
競
走
や
低
・
中
・
高
学
年

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
種
目
、
全
学
年

で
の
綱
引
き
な
ど
、
ま
さ
に
ス

ロ
ー
ガ
ン
通
り
の
団
結
力
で
各
競

技
に
全
力
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

各
組
の
陣
地
で
は
学
年
関
係
な
く

み
ん
な
で
協
力
し
、
一
生
懸
命
応

援
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
す
が
す
が
し
い
澄
み
き
っ
た
青

空
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

は
ま
ぶ
し
く
光
っ
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
上
空
に
は
た
く
さ
ん

の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、
子
ど
も

た
ち
の
頑
張
り
を
優
し
く
見
守
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　袖を通す人が笑顔になる丁
寧なニット作りを日々追求し
ています。
　一着を丸ごと立体的に編み
上げるホールガーメント技術
により、極上の着心地感を生
み出しました。
　編み物ならではの柔らかさ
を生かし、これからも妥協の
ないものづくりを続けてまい
ります。

　戦後から日本有数のニット産地として
モノづくりを続けてきた山辺町で育った
私にとっては、数あるファッションアイ
テムの中で「ニット」は最も身近であり
特別な存在です。米富繊維に帰ってきて、
自らニットデザインをする中で、改めて
そのモノづくりの難しさと完成した時の
達成感を感じる毎日です。今後は、日本
で初めてサマーニットを作製した「ニッ
トのまち・山辺」を全国に発信し、観光
も含めて県内外から多くのお客様に山辺
町に来ていただきたいと思います。

　秋冬物以外のニットの需要が
少なく、何かPRできないかと、
今回３社で協力して「サマー
ニット議会」の開催を町と議会
にお願いしました。ニット業界
も昔はそれぞれが競い合うライ
バルでしたが、今はお互いに情
報交換や、空いている編み機を
融通しあうなど横の繋がりを持
ち協力しています。今後もそれ
ぞれの特色を生かし相乗効果で
盛り上げていきます。

関連記事はP４へ

株式会社タンドル　代表取締役
畠山　徹 氏
はたやま　　とおる

米富繊維株式会社　代表取締役社長
大江　健 氏
おお　え　 　 けん

鈴治株式会社　代表取締役
鈴木　健一 氏
すず き　　　けんいち

オ
ー
エ
ス
！

　
　
　オ
ー
エ
ス
！

写真／相模小こいのぼり大運動会
（関連記事 12ページ）
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定例会　もっと安全・安心な暮らしにするために！

どうなったべ？あの質問／県への重要施策要望

一般質問　町政のここはどうする？

議会活動報告　新しいまちへの挑戦

定例会　もっと安全・安心な暮らしにするために！

どうなったべ？あの質問／県への重要施策要望

一般質問　町政のここはどうする？

議会活動報告　新しいまちへの挑戦
12やまのべ議会だより 2026vol.133



未来につなげ !!未来につなげ !!
　もっと安全・安心な暮ら　もっと安全・安心な暮ら しにするために！しにするために！

第２回
定例会
６月10日～12日

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
２
回
定
例
会
が
６
月
10
日
か
ら
12
日
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、

専
決
処
分
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
と
令
和
７
年
度
山
辺
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
町
長
の

再
任
同
意
と
各
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止
、
令
和
８
年
度
山
辺
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
事
業
契
約
の
締
結
２
件
、
工
事
契
約
の

締
結
２
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
の
報
告
の
ほ
か
、
山
形
広
域
環
境

事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
と
、
議
員
派
遣
の
発
議
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
地
方

税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
な
ど
が
令
和

８
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
の
で
、
当
町

条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
改
正
内
容
〉

〇
山
辺
町
町
税
条
例

�　
軽
自
動
車
購
入
時
に
課
税
さ
れ
て
い
た

「
環
境
性
能
割
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
改
正
で
す
。

〇
山
辺
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
導
入
な
ど

に
よ
る
改
正
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

令
和
７
年
度
山
辺
町
一
般

令
和
７
年
度
山
辺
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　
各
種
交
付
金
な
ど
の
確
定
に
よ
り
増
額
減

額
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

７
７
２
６
万
円
を
追
加
し
、
総
額
83
億
１

４
６
６
万
円
に

〈
主
な
補
正
内
容
〉

・�

学
校
施
設
整
備
基
金
積
立
て
に

�

　
５
０
０
０
万
円
の
増

・�
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
に

�

　
　
２
７
６
０
万
円
の
増

◇�

山
辺
町
森
林
等
の
火
入
れ
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　
国
の
通
知
に
基
づ
き
、
林
野
火
災
注
意

報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
際
の
対
応
を
明

記
す
る
改
正
で
す
。

◇�

山
辺
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
利
子
等
補
給
基
金
条
例
を
廃
止

　
国
の
通
知
に
基
づ
き
、
山
辺
町
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
利
子
等
補
給

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇�

山
辺
町
地
区
計
画
等
の
案
の
作
成
手
続

き
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
住
民
提
案
の
土
地
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
導
入
の
た
め
の
改
正
で

す
。

◇
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

契
約
の
相
手

�

株
式
会
社
長
谷
川
ポ
ン
プ
製
作
所

契
約
金
額�

　
　
　
　
１
５
５
１
万
円

◇�

除
雪
機
械
（
８
ｔ
級
除
雪
ド
ー
ザ
ー
）

購
入

契
約
の
相
手

　

�

コ
マ
ツ
山
形
株
式
会
社
山
形
支
店

契
約
金
額�

　
　
　
　
１
９
５
８
万
円

◇�

山
辺
中
学
校
体
育
館
空
調
効
率
化
及
び

空
調
設
備
設
置
工
事

　
熱
中
症
対
策
の
た
め
輻
射
式
空
調
の
導

入
を
行
い
ま
す
。

契
約
の
相
手�

　
山
建
設
備
株
式
会
社

契
約
金
額�

　
　
　
　
９
９
０
０
万
円

◇�

町
民
総
合
体
育
館
屋
外
プ
ー
ル
施
設
改

築
工
事

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
屋
外
プ
ー
ル
と
、

プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
、
機
械
設
備
、
電
気
設
備
を
改
築
し

ま
す
。

契
約
の
相
手�　
株
式
会
社
市
村
工
務
店

契
約
金
額�

２
億
８
３
８
０
万
円

◇
山
辺
町
副
町
長
選
任

　
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
佐さ

藤と
う　
正ま
さ
彰あ
き 

氏

◇�

山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員
選

挙
　
任
期
満
了
に
よ
り
、
議
長
の
指
名
推
薦

に
よ
り
当
選
し
ま
し
た
。

　
樋ひ

口ぐ
ち　

和か
ず

男お 

議
員

　
渡わ

た
邉な
べ　
裕ゆ
う
二じ 

議
員

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

議

案

審

議

議

案

審

議

◇
議
員
の
派
遣

　
議
員
の
見
識
を
広
め
、
議
会
の
活
性
化

と
円
滑
な
議
会
の
運
営
の
た
め
に
、
各
種

会
議
や
研
修
会
に
議
員
を
派
遣
し
ま
す
。

◇
議
員
派
遣
報
告

　
「
全
国
町
村
議
長
会
主
催
の
議
長
・
副
議

長
研
修
会
」
に
副
議
長
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
内
で
終
了
で
き
な
い
事
業
を
、

令
和
８
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
も
の
で

す
。

（
合
計
２
億
１
２
６
８
万
円
を
次
年
度
へ
繰
越
）

〈
主
な
事
業
〉

・
物
価
高
騰
対
策
商
品
券
配
布
事
業

・�

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給

事
業

・
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
事
業

・
防
災
備
蓄
品
等
整
備
事
業

条
例
の
一
部
改
正
と
廃
止

条
例
の
一
部
改
正
と
廃
止

物
品
購
入
契
約
の
締
結

物
品
購
入
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

人
事
案
件

人
事
案
件

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告

の
報
告

議
員
発
議

議
員
発
議

あなたの思いをふるさとに完成が待たれる町民プール（完成イメージ図）

2やまのべ議会だより3 やまのべ議会だより 2026vol.133 2026vol.133

定

例

会



請 願 名 食糧法改定案における食料供給への国の責任明確化と修正を求める請願
請 願 者 山辺町革新懇話会　峯田　博
趣 旨 政府および国会に対し、次の事項について必要な修正・対応を求める意見書の提出を求

めるもの。
・食料自給率向上に対する国の責任を明確にすること
・政府備蓄米制度を維持・充実すること

紹介議員 日野　一春 結 果 不採択
理 由 食糧法改正案に示されている食料安全保障の確保に向けた国の基本的責務については、法

文上明確に規定されているほか、不測の事態への対処についても盛り込まれているとの認
識であり、国の責任において食料供給を確保する姿勢は示されている。

主な補正内容
○担い手育成支援事業（地域農業構造転換支援事業）に………… 1178万円の増
○�ドローンを活用した有害鳥獣追い払い対策に……………………154万円の増
○町立学校タブレット端末購入に

歳入歳出それぞれ2588万円を追加し総額73億2303万円に

令和８年度山辺町一般会計補正予算（第１号）

タブレット端末の更新でICT環境のさらなる
充実を

　………………………… 1023万円の増
○�体育施設指定管理委託料
　（中学校プール授業監視員）に
　…………………………… 261万円の増

請願第２号

サマーニット議会開催サマーニット議会開催サマーニット議会開催サマーニット議会開催第２回定例会

災害に強いまちづくりのために

防
災
士
の
働
き
で
災
害
時
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

Ｑ結
果

Ａ　
　

防
災
に
関
す
る
情
報
を
交
換
す
る
機
会
を
設
け
、

活
動
状
況
や
課
題
を
集
約
し
、
各
防
災
士
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

令
和
６
年
６
月
５
日　
第
２
回
定
例
会

　

防
災
士
の
有
志
に
よ
る
組
織
設
立
に
向
け
た
打
ち

合
わ
せ
を
経
て
、
令
和
７
年
９
月
４
日
、『
山
辺
町
防

災
士
連
絡
会
』
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
町
防
災
訓
練
へ

の
参
加
や
、
例
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
中
で
福
祉
関
係
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
の
は
た
ら
き
か
け
も
あ
り
、『
山
辺
町
福
祉
事
業
所

等
災
害
時
施
設
相
互
応
援
協
定
』
が
結
ば
れ
、
令
和
８

年
５
月
１
日
に
、
４
事
業
所
に
よ
る
調
印
式
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

防
災
士
の
意
識
高
揚
と
情
報
共
有
な
ど
に
よ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
、
地
域
住

民
の
防
災
・
減
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

あの質問

議員が定例会で行った
一般質問が、どうまち
づくりに反映されたか、
これまでの質問の一部
を取り上げました。

どう
　なったへ!

!？

※質問内容については、
　「やまのべ議会だより」
　（令和６年７月29日発行No.125）
　５ページをご覧ください。

山
形
県
へ
重
要
施
策
を
要
望

　
令
和
９
年
度
町
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
武
田
議
長
が
安
達
町
長
・
鈴
木
県
議

会
議
員
と
共
に
６
月
15
日
、
県
知
事
お
よ
び
村
山
総
合
支
庁
長
に
、
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
要
望
12
項
目
の
う
ち
、
主
な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

し
か
し
、
下
原
地
内
は
バ
ス
路
線
と

も
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
主
要
地
方
道
山
形
朝
日
線
が
通
行
止

め
と
な
っ
た
際
に
は
、
迂
回
路
と
し
て

大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
通
勤
車
両
が
多
数
通

行
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
に
は
本

路
線
が
第
２
次
山
形
県
自
転
車
活
用
推

進
計
画
の
地
域
ル
ー
ト
と
し
て
追
加
さ

れ
、
自
転
車
利
用
者
の
増
大
が
考
え
ら

れ
る
の
で
、
安
全
で
快
適
に
通
行
で
き

る
環
境
の
整
備
に
向
け
下
原
地
内
の
早

期
事
業
化
を
強
く
要
望
す
る
。

１�

．
国
道
４
５
８
号
バ
イ
パ
ス
（（
都
）

山
辺
中
山
線
）
道
路
整
備
事
業
の
推

進
に
つ
い
て

　

国
道
４
５
８
号
の
バ
イ
パ
ス
化
に
よ

る
道
路
整
備
事
業
は
中
山
町
の
県
野
球

場
交
差
点
か
ら
金
沢
工
区
と
し
て
計
画

的
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
事
業
は
金
沢
工
区
か
ら
優
先
的
に
進

め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
毎

年
予
算
計
上
を
図
ら
れ
目
に
見
え
る
事

業
推
進
を
強
く
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
緑
ケ
丘
地
内
か
ら
大
塚
地
内

ま
で
の
バ
イ
パ
ス
化
の
事
業
化
を
図
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

２�

．
主
要
地
方
道
山
形
山
辺
線
（
下
原

地
内
）道
路
整
備
の
事
業
化
に
つ
い
て

　

主
要
地
方
道
山
形
山
辺
線
の
下
原
地

内
及
び
滝
平
地
内
に
お
い
て
は
、
狭
隘

な
た
め
に
山
間
地
域
住
民
等
の
往
来
や
、

通
勤
時
に
は
す
れ
違
い
に
困
難
を
要
し

て
い
た
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
の
滝
平
地
内
の
拡
幅
工
事
に
よ
り

狭
隘
区
間
が
一
部
改
善
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
す
る
。

　山辺ニット同業会より「サマーニット議会」開催の要望をうけ、議会としても、町特産品サマーニットのブラ
ンド力強化につながる新たなプロモーション施策として、議員と町幹部職員がサマーニットを着用し、町をPR
しました。

サマーニットの紹介
　山辺町は、サマーニット発祥の地
として知られています。山辺町の米
富繊維の創業者である大江良一氏が
開発し、1961年に全国のアパレル
メーカーに展示会を開催して発信さ
れました。サマーニットは、春夏向
けに編まれた薄手で通気性・吸湿性
に優れたニット素材の衣類です。厚
手の秋冬用ウールニットとは異なり、
軽やかで涼しい着心地が特徴です。今年度はサマーニットを着用しての要望活動
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定
例
会
・
請
願
・
要
望
活
動



６月の定例議会では、７名の議員が一般質問を行いました。

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問
町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

質問

全
国
的
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
の
数
や
登
録
児
童
数

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

当
町
の
学
童
保
育
の
受
け

入
れ
状
況
は
ど
う
か
。

答弁

町
内
２
か
所
の
民
間

団
体
に
委
託
し
て
お

り
、
利
用
登
録
児
童
数
は

全
体
の
定
員
２
０
０
名
に

対
し
て
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
１
９
８
名
。
そ
の

内
、
年
間
を
通
し
た
利
用

登
録
者
数
は
１
５
３
名
。

土
曜
日
の
み
や
夏
休
み
な

ど
長
期
休
暇
期
間
の
み
の

利
用
が
45
名
で
あ
る
。
１

つ
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
定
員

を
全
て
満
た
し
て
お
り
、

も
う
１
か
所
は
若
干
空
き

が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
埋
ま
っ

て
い
る
状
況
。

質問

空
き
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
保
護
者
も

い
る
の
で
は
な
い
か
。
広

報
紙
な
ど
で
情
報
を
流
せ

な
い
か
。

答弁

検
討
し
て
い
く
。

質問

各
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

の
充
足
数
に
つ
い
て

は
ど
ち
ら
も
基
準
を
満
た

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
の
数
が
増
加
し

て
い
る
。
専
門
的
な
対
応

の
で
き
る
方
に
来
て
も

ら
う
こ
と
や
、
指
導
員

の
研
修
の
場
を
設
け
る

な
ど
の
考
え
は
。

答弁

慢
性
的
な
人
手
不

足
は
全
国
的
な
課

題
で
あ
る
。
国
の
「
放

課
後
児
童
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
２
０
２
６
」
の

中
に
、
質
の
向
上
に
資

す
る
研
修
の
充
実
と
い

う
項
目
も
あ
る
の
で
考
え

て
い
き
た
い
。

質問

今
後
、
学
童
保
育
を

希
望
す
る
登
録
者
数

は
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る

と
予
想
し
て
い
る
か
。

答弁

町
の
小
学
生
児
童
数

は
今
後
も
減
少
を
続

け
る
が
、
一
方
、
学
童
保

育
を
年
間
通
し
て
希
望
す

る
登
録
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
11
年
度
は
１
９
０

名
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
後
の
需
要
動
向
を
見

な
が
ら
、
例
え
ば
専
門
の

会
計
年
度
任
用
職
員
を
採

用
し
て
ク
ラ
ス
数
を
増
や

し
て
い
く
な
ど
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

学童保育
現状

「
子
ど
も
と
育
つ
町
」

�

学
童
保
育
の
現
状
と
課
題
は

（
町
長
）
需
要
動
向
を
見
な
が
ら
受

け
入
れ
態
勢
を
検
討
し
て
い
く

遠藤真由美

学童も含めすべての子どもたちに安全な居場所を

※�一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。

神
じん

保
ぼ

　　稔
みのる

　　　　　　　　持続可能な健康社会への取組みは健康増進

佐
さ

藤
とう

　利
とし

和
かず

　　　　　　　　電子地域通貨（電子マネー）による交流人口の増大を経済活性化

鍋
なべ

倉
くら

　竹
たけ

志
し

　　　　　　　　高齢者独居世帯における孤独・孤立対策について孤独孤立対策

日
ひ

野
の

　一
かず

春
はる

　　　　　　　　町は、防衛省から要求されて、自衛官入隊適齢者の
　　　　　　　　　　　　　町民個人情報を提供しているのか

個人情報保護

鈴
すず

木
き

　誠
せい

也
や

　　　　　　　　スポ少、中学校の部活動などの
　　　　　　　　　　　　　移動をめぐる安全管理体制について

安全管理

村
むら

山
やま

　幸
こう

一
いち

　　　　　　　　ウェルビーイングを目指して
　　　　　　　　　　　　　「町教育振興計画」の策定を

教育振興

定例会のお知らせ

次回の定例会は９月です。
傍聴については、町ホームページを
ご覧ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

質問

高
齢
化
が
進
む
中
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
。
高
齢
者
独
居
世
帯
の

困
り
ご
と
や
相
談
事
例
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
地
域
と

の
接
点
が
少
な
い
「
隠
れ

た
孤
立
」
へ
の
対
応
は
。

答弁

80
歳
以
上
の
単
身
高

齢
者
世
帯
な
ど
を
対

象
と
し
た
実
態
把
握
訪
問

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
、
民
生
委

員
に
よ
る
見
守
り
活
動
を

通
じ
て
生
活
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。
移
動
手

段
や
除
雪
な
ど
日
常
生
活

に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
把
握
で
き
て

い
な
い
孤
立
状
態
の
方
も

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

関
係
機
関
や
地
域
住
民
か

ら
の
情
報
を
基
に
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

質問

見
守
り
活
動
を
担
う

民
生
委
員
の
負
担
や
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答弁

民
生
委
員
に
は
地
域

福
祉
推
進
の
た
め
尽

力
い
た
だ
い
て

お
り
、
役
割
の

多
様
化
に
伴
い

負
担
感
は
増
し

て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
活
動

し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め

る
。
ま
た
、「
い

き
い
き
教
室
」

や
介
護
予
防
教

室
な
ど
を
通
じ

て
高
齢
者
の
交

流
や
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
が
、
人

材
確
保
や
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

質問

国
の
孤
独
・
孤
立
対

策
推
進
法
や
関
連
制

度
の
活
用
は
。

答弁

現
在
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業
計

画
は
な
い
が
、
県
の
「
や

ま
が
た
つ
な
が
り
支
え
あ

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参

画
し
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
孤
独
・

孤
立
対
策
を
進
め
て
い
く
。

孤独孤立
対策

高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
地
域
へ

（
町
長
）
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
鍋倉　竹志

「いきいき教室」で高齢者の交流を

質問

令
和
９
年
度
に
策
定

さ
れ
る
第
６
次
山
辺

町
総
合
計
画
に
合
わ
せ
、

「
町
教
育
振
興
計
画
」
を

策
定
す
べ
き
で
は
。

答弁

教
育
振
興
基
本
計
画

は
、
町
の
教
育
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
上
で
極
め
て
重

要
な
指
針
と
な
る
も
の
と

し
て
、
策
定
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。　

質問

国
や
県
の
「
教
育
振

興
計
画
」を
受
け
て
、

教
育
現
場
で
は
ど
う
生
か

し
て
い
る
か
。

答弁

町
は
、
国
や
県
が
目

指
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
概
念
を
生
か
し
、

今
年
度
は
「
多
様
な
幸
福

を
見
出
し
（
い
の
ち
）
輝

く
山
辺
の
こ
ど
も
」
を
学

校
教
育
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
教
育
現
場
で
は
、
中

学
生
の
職
場
体
験
学
習
や

小
学
生
の
副
読
本
「
私
た

ち
の
山
辺
町
」
を
活
用
し

た
地
域
学
習
な
ど
で
、
子

ど
も
が
社
会
と
の
関
わ
り

の
中
で
自
己
の
価
値
を
見

出
せ
る
よ
う
努
め
、
地
域

課
題
の
解
決
に
主
体
的
に

関
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
で
子
ど
も
も
大
人
も
と

も
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を

実
現
し
て
い
く
。

質問

子
ど
も
が
主
体
的
に

地
域
や
社
会
に
参
画

す
る
力
や
郷
土
愛
を
醸
成

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

は
。

答弁

児
童
会
・
生
徒
会
活

動
な
ど
自
治
的
な
活

動
の
充
実
や
地
域
を
テ
ー

マ
に
し
た
探
究
学
習
に
お

い
て
、
自
ら
の
意
見
を
持

教育振興

「
町
教
育
振
興
計
画
」の
策
定
を

（
町
長
）「
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く

村山　幸一

ち
表
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
の

重
要
性
を
指
導
助
言
し
て

い
る
。
そ
こ
か
ら
、
未
来

志
向
で
現
状
打
破
に
挑
む

「
自
走
す
る
学
び
手
」
を

育
成
し
、
揺
る
ぎ
な
い
郷

土
愛
と
主
体
的
に
参
画
す

る
力
を
育
ん
で
い
く
。

質問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
を
活
用

す
る
教
員
の
実
情
を

踏
ま
え
、
教
育
Ｄ
Ｘ
を
ど

う
推
進
し
て
い
く
か
。

答弁

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
「
使
う
こ

と
」が
目
的
で
な
く
、

「
問
題
解
決
や
価
値
創
造
」

の
手
段
と
し
て
効
果
的
に

活
用
で
き
る
よ
う
研
修
の

充
実
を
図
り
、
教
育
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て
い
く
。

教育のさらなる充実を地域も支援
（相模小学校教育後援会）

遠
えん

藤
どう

真
ま

由
ゆ

美
み

　　　　　　　　学童保育の現状と課題は学童保育現状
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質問

こ
れ
ま
で
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
配

布
事
業
の
成
果
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答弁

こ
の
事
業
は
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し

行
っ
て
い
る
。
町
の
消
費

喚
起
や
、
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
い
る
町

民
の
方
々
に
、
大
き
な
経

済
効
果
が
あ
っ
た
と
評
価

し
て
い
る
。

質問

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
商
工
会
と
ど
の

よ
う
な
議
論
を
し
て
き
た
の

か
。答弁

地
域
経
済
・
地
域
活

性
化
に
資
す
る
た
め

に
、
毎
年
商
工
会
の
要
望

を
受
け
、
過
去
の
実
績
を

踏
ま
え
積
極
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。ま
た
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
商

品
券
の
内
容
、販
売
時
期
、

使
用
期
間
な
ど
、
細
か
く

要
項
を
定
め
て
行
っ
て
き

た
。

質問

商
工
会
で
は
、取
扱
店

へ
意
識
調
査
を
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
内
容

に
つ
い
て
町
と
は
ど
の
よ

う
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。

答弁

商
品
券
の
電
子
化
に

つ
い
て
協
議
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
導
入
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
初

期
費
用
や
導
入
後
の

手
数
料
負
担
を
懸
念

し
、
思
う
よ
う
に
普

及
し
て
来
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

商
品
券
の
買
い
求
め

や
す
さ
と
使
い
や
す

さ
と
い
う
利
用
者
側

経済
活性化

電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る

�

交
流
人
口
の
増
大
を

（
町
長
）
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り

地
域
経
済
活
性
化
に
取
り
組
む

佐藤　利和

の
立
場
と
商
品
券
事
業
に

参
加
す
る
取
扱
店
側
と
の
、

双
方
の
立
場
で
考
察
す
る

と
、
現
時
点
で
は
紙
の
商

品
券
の
方
が
受
け
入
れ
や

す
い
の
で
は
と
話
し
合
わ

れ
て
い
る
。

質問

交
流
人
口
を
増
や
す

観
点
か
ら
、
従
来
の

商
品
券
事
業
に
加
え
、
電

子
マ
ネ
ー
の
導
入
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

答弁

今
は
、
町
民
や
事
業

者
双
方
の
受
け
入
れ

や
す
さ
か
ら
、
す
ぐ
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
が
、

気
運
の
醸
成
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

多様化する支払い方法

質問

町
内
の
疾
病
状
況
は
。

答弁

令
和
６
年
３
月
策
定

の
山
辺
町
国
保
保
健

事
業
実
施
計
画
に
よ
る
と
、

特
に
糖
尿
病
、
脳
血
管
疾

患
、
脂
質
異
常
症
、
高
血

圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
有

病
者
の
割
合
が
、
県
平
均

よ
り
高
い
状
況
に
あ
る
。

質問

予
防
へ
の
取
り
組
み

は
。

答弁

早
期
発
見
・
早
期
治

療
・
重
症
化
防
止
の

た
め
に
健
康
教
室
、
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

健
診
後
の
精
密
検
査
未
受

診
者
や
治
療
中
断
者
に
も

個
別
指
導
を
行
って
い
る
。

質問

特
定
健
診
の
受
診
率

が
目
標
値
に
達
し
て

い
な
い
。
向
上
の
た
め
の

対
策
は
。　

答弁

広
報
紙
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
健
（
検
）
診
へ
の
理
解

と
重
要
性
を
周
知
し
、
普

及
啓
発
や
受
診
勧
奨
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
。

質問

健
康
教
室
の
周
年
開

催
は
。

答弁

こ
れ
ま
で
５
月
の
開

催
を
、
今
後
は
４
月

も
健
康
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質問

水
中
運
動
教
室
の
再

開
計
画
は
。

答弁

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
や

温
暖
化
な
ど
の
影
響

に
よ
り
休
止
し
て
い
る
状

況
。
安
全
に
再
開
す
る
に

は
空
調
設
備
な
ど
の
改
修

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
早

期
の
開
催
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
開
館
以
来
22
年
が

経
過
し
、
随
所
で
経
年
劣

化
な
ど
で
不
具
合
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
年
次
的
な

計
画
の
も
と
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

質問

町
内
の
医
療
体
制
の

見
通
し
は
。

答弁

生
涯
に
わ
た
り
心
身

と
も
に
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
た
め
に
、
ま
た
疾

病
や
介
護
予
防
、
重
症
化

防
止
に
、
関
係
医
療
機
関

と
連
携
を
図
り
、
実
情
に

応
じ
た
医
療
体
制
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

健康増進

持
続
可
能
な

�

健
康
社
会
へ
の
取
組
み
は

（
町
長
）町
民
の
健
康
と
安
心
の
た
め
、

医
療
体
制
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て

い
く

神保　　稔

日常生活の運動習慣にも生かせる健康教室

質問

令
和
８
年
５
月
に
福

島
県
を
通
る
磐
越
自

動
車
道
で
、
新
潟
県
の
高

校
に
よ
る
部
活
動
遠
征
中

の
バ
ス
事
故
が
あ
っ
た
。

山
形
県
は
、
県
内
の
全
高

校
を
対
象
と
し
た
連
休
中

の
部
活
動
の
実
態
調
査
結

果
を
発
表
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
、
指
導
者
は
、

他
人
事
で
は
な
い
不
安
を

抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
中
学
校
部
活
動
の

移
動
を
巡
る
安
全
管
理
体

制
は
。

答弁

中
学
校
部
活
動
の
移

動
手
段
は
、
保
護
者

の
送
迎
を
原
則
と
し
て
い

る
。
一
部
の
部
活
動
に
お

い
て
は
、
教
育
委
員
会
が

所
有
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
運
転
に
あ
た
る
町
職

員
に
よ
る
安
全
点
検
、
運

転
前
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
検

査
を
義
務
付
け
、
結
果
を

書
面
に
記
録
し
保
存
し
て

い
る
。

質問

事
業
者
で
は
な
い
白

ナ
ン
バ
ー
の
レ
ン
タ

カ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

使
用
、
同
乗
引
率
者
と
し

て
教
員
ま
た
は
指
導
者
が

同
乗
し
て
い
る
か
。

答弁

中
学
校
部
活
動
に
お

い
て
、
レ
ン
タ
カ
ー

等
の
外
部
事
業
者
へ
の
依

頼
は
な
い
。
教
育
委
員
会

所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

使
用
す
る
際
は
、
運
転
者

が
運
転
業
務
に
専
念
で
き

る
よ
う
、
教
員
ま
た
は
指

導
者
が
必
ず
同
乗
し
、
車

内
の
生
徒
の
安
全
管
理
や

引
率
を
行
う
体
制
を
厳
守

し
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ

安全管理

移
動
を
巡
る

�

安
全
管
理
に
つ
い
て

（
町
長
）
中
学
校
の
校
外
活
動
を
行

う
際
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て

い
る

鈴木　誠也

い
て
は
、
移
動
は
保
護
者

の
送
迎
と
聞
い
て
い
る

が
、
学
校
管
理
下
外
の
た

め
、
詳
細
は
把
握
し
て
い

な
い
。

質問

今
後
、
町
と
し
て
指

導
・
確
認
を
す
べ
き

事
柄
を
示
す
考
え
は
。

答弁

児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団

体
等
へ
引
き
続
き
速
や
か

な
情
報
の
提
供
・
共
有
を

図
っ
て
い
く
。

安全運行が行われている町教育委員会のマイクロバス

質問

防
衛
省
の
自
衛
官
募

集
に
つ
い
て
２
０
１
９

年
、
安
倍
晋
三
首
相
の
自

民
党
大
会
で
の
発
言
で

「
自
衛
官
募
集
に
都
道
府
県

の
６
割
以
上
が
協
力
を
拒

否
し
て
い
る
。
憲
法
に
し
っ

か
り
と
自
衛
隊
を
明
記
す

る
」
と
あ
る
。
２
０
２
１

年
、
地
方
自
治
体
に
防
衛

省
と
総
務
省
連
名
の
通
知

が
あ
り
、
自
衛
隊
法
の
規

程
に
よ
り
市
町
村
長
に
個

人
情
報
を
求
め
る
こ
と
は
、

「
住
民
基
本
台
帳
法
上
、

特
段
の
問
題
は
な
い
」
と

お
墨
付
き
を
与
え
た
こ
と

に
よ
り
、情
報
を
「
提
出
」

す
る
自
治
体
が
初
め
て
６

割
を
超
え
て
い
る
。

　

町
は
防
衛
省
の
要
求
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。

答弁

地
方
自
治
体
は
、
自

衛
隊
法
の
法
定
受
託

事
務
と
し
て
、
自
衛
官
募

集
事
務
の
一
部
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
自
衛

官
募
集
に
係
る
情
報
提
供

は
、
自
衛
隊
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
防
衛
大
臣
や
自

衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

よ
り
、
紙
媒
体
ま
た
は
電

子
媒
体
で
の
提
供
依
頼
が

あ
る
。
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

紙
媒
体
ま
た
は
電
子
媒
体

で
の
情
報
提
供
を
し
て
い

る
。

質問

直
近
の
提
供
者
の
数

は
年
に
何
人
か
。

答弁

令
和
７
年
度
は
、
18

歳
１
４
２
人
、
22
歳

92
人
、
計
２
３
４
人
。

質問

提
出
か
ら
「
閲
覧
」

に
戻
し
た
自
治
体
が

複
数
出
て
い
る
。
防
衛
省

は
、
個
人
情
報
提
出
の
求

め
に
つ
い
て
「
求
め
に
従

わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
不
利
益
な
取
り

扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
強
制
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
。
要
は
「
閲

覧
」
か
「
提
出
」
か
は
、

自
治
体
の
判
断
に
任
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
全
国
４

割
の
自
治
体
が
「
閲
覧
」

に
し
て
い
る
。
個
人
情
報

を
防
衛
省
に
提
供
さ
れ
る

町
民
の
不
安
を
察
し
て
、

デ
ー
タ
の
提
供
を
や
め
て

「
閲
覧
」
に
戻
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

答弁

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

が
あ
る
と
承
知
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
情
報

提
供
を
し
て
お
り
、
今
後

も
関
係
法
令
に
基
づ
き
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

個人情報
保護

防
衛
省
に
個
人
情
報
を

�

提
供
し
て
い
る
か

（
町
長
）
関
係
法
令
に
基
づ
き
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る

日野　一春

自衛官の入隊案内がダイレクト
メールで送られる場合があります

8やまのべ議会だより9 やまのべ議会だより 2026vol.133 2026vol.133
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質

問



新しい町への挑戦 町の財産を生かし、
　うるおうまちづくり

さまざまなイベントにもさまざまなイベントにも
参加しています参加しています

　私たち議員は本会議場や会議室などで協議をすることがとても多いです。でも時には外へ飛び出し
て行政視察や外部での研修を行ったり、各団体や地域の皆さんと交流を図ったりしています。令和８
年４月から６月の議会活動・議員活動の一部を紹介します。ぜひご覧ください。

　厚生産業常任委員会では、４月 30日に、保健
福祉センターおよび山辺温泉保養センターの現地
視察を実施し、施設の管理運営状況について調査
を行いました。
　保健福祉センターでは、町民の健康づくりや介
護予防を推進する拠点として各種事業が実施され
ています。今後は、健康寿命の延伸を目指し、幅
広い世代が参加しやすい事業の充実や利用促進に
向けた取り組みが重要であると感じました。
　また、山辺温泉保養センターでは、令和８年度
に予定される内装レイアウト工事について説明を
受けました。改装内容や事業効果、施設の魅力向
上策などについて確認を行い、さらなる利便性の
向上を図るとともに、利用者増加や収益改善につ
ながる具体的な取り組みも必要であるとの認識を
共有しました。

　両施設が町民福祉の向上と地域活性化に寄与す
る施設として、将来にわたり持続可能な運営が図
られるよう、引き続き調査・検証を行ってまいり
ます。

更新された運動器具（保健福祉センター）

福 祉 の 向 上 と 地 域 活 性 化 の た め に６月定例会（6/10 ～ 6/12）
議会運営委員会（4/9、5/19、6/3）
総務文教常任委員会（5/18）
厚生産業常任委員会（4/30、5/19、6/10）
広報常任委員会（4/2、4/7、4/23、6/3、6/24）

全員協議会（4/30、5/25、6/12）
議会活性化特別委員会（4/30、6/4、6/12）
村山監査協議会研修会（5/21）
例月出納検査（4/20、5/20、6/22）

主な活動（令和８年４月～６月）

排水ポンプ車安全祈願祭

町民プール改築工事起工式

山辺小運動会

春の交通安全立哨

春季消防演習

　昨年 12月に設置された議会活性化特別委員会
では、議員のなり手不足という課題に向き合い、
原因や背景を探るべく取り組みを進めています。
　この課題を解決するためには、まず、町民の皆
さんがどのように感じているのかを知る必要があ
ると考え、４月に無作為抽出による町民アンケー
ト調査を行いました。議会への関心の度合いや、
立候補に対する考え方など、年代や男女の別なく
さまざまな回答をいただきました。いただいた回

答については、現在、集計・分析を進めていると
ころです。それらを基に、対応策などを検討し、
議会に求めら
れている役割
について考え、
議会活性化に
取り組んでい
きます。

　日立市議会から、吉田修一議長をはじめ総勢
14名の方々が、６月 23日に町を訪問しました。
はじめに役場庁舎で本会議場などを見学。次に
オリエンタルカーペット株式会社の工場を訪れ、
会社のものづくりに対するこだわりなどにふれ
たほか、サクランボ狩り体験やふるさと資料館
の見学など、山辺町
を満喫してもらいま
した。今後とも友好
都市日立市と、益々
の交流が深まること
を願っています。

　東京山辺会総会が、６月 28日東京都府中市内
のホテルで開催され、町から安達町長と村山幸一
議員が出席しました。総会の冒頭、東京山辺会の
稲村三夫会長が、わが故郷やまのべが大きく発展
していく姿に思いを馳せ、参加者に、「大いに盛
り上げていこう」とあいさつされました。東京か
らの熱い期待に応えられるよう、町とともに選ば
れるまちづくりを進めていくことをお伝えしまし
た。なお、役員改選では、新たに菅原忠男氏が会
長に選出され、長年、会長職を担っていただいた
稲村会長に、会員から感謝の気持ちが伝えられま
した。
　懇親会場には、お土産として届けた山辺産サク

ランボに舌鼓を打ち、「毎年、総会に来るのが楽
しみ」と粒の大きさとおいしさに感嘆の声が上
がっていました。また山辺町美力発信アンバサ
ダーの青山ひかるさんの歌謡ショーやカラオケな
どで、山辺を愛する人の交流の絆がさらに深まり
ました。

　宮城県大衡村議会の方々が、７月１日に山辺町
へ議員行政視察に来町しました。研修では、議
会活性化などについて活発な情報交換を行った
ほか、ふるさと資料館の見学も行いました。
　大衡村と山辺町は、昨年 12月に「災害時にお
ける相互応援に関する協定」を結んでいます。今
後は、平時における交流もさらに広がっていく
ことを期待しています。

な り 手 不 足 解 消 に 向 け て

故 郷 や ま の べ に 熱 い 期 待

議員全員でアンケート集計中

カーペットの手ざわりを確認サクランボに舌鼓♪ふるさとに思いを馳せて 議長および議会運営委員会委員６名が来庁しました

議 会 交 流 　 山 辺 町 へ よ う こ そ ！

10やまのべ議会だより11 やまのべ議会だより 2026vol.133 2026vol.133
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